
法　人　名　等

農地中間管理事業の転貸面積 就農予備校等の受講者数 分収林の整備面積 農林公園の利用者数 収益事業収入

【令和５年度目標】
　　２，２００ｈａ

【令和６年度目標】
　　２，４００ｈａ

【令和７年度目標】
　　２，６００ｈａ

【令和５年度目標】
　　７０人

【令和６年度目標】
　　７０人

【令和７年度目標】
　　７０人

【令和５年度目標】
　　　１６０ｈａ

【令和６年度目標】
　　　１６０ｈａ

【令和７年度目標】
　　　１６０ｈａ

【令和５年度目標】
　　１２６．０千人

【令和６年度目標】
　　１２６．８千人

【令和７年度目標】
　　１２７．７千人

【令和５年度目標】
　　３７，０００千円

【令和６年度目標】
　　３７，１００千円

【令和７年度目標】
　　３７，２００千円

法人による自己評価

　市町村が将来の農地利用のあり方につ
いて定める地域計画の策定期限が令和６
年度末であり、公社も計画策定のための
話合いの場に参加しており、関係機関及
び農業者がこの計画策定に注力してきた
ことから、転貸面積の目標を達成すること
ができなかった。
　今後は市町村が策定した地域計画の実
現に向けて、農地中間管理事業による農
地集積・集約化を促進するとともに、農業
経営基盤強化促進法による貸借から農地
中間管理事業による貸借への円滑な移行
を促進する。

　休日就農相談会、就農支援セミナーなど
の機会を通じて、就農に向けた公社プログ
ラムの説明・周知を図ったほか、ホーム
ページを活用した情報発信を行い、受講
生の増加に努めた。
　今後も引き続き、就農予備校について広
く周知し受講生の確保に努める。

　林齢が増加していることに加え、平成３０
年度から植栽をとりやめたことなどから、
保育事業は徐々に減少しているが、生育
状況に応じた枝打や保育間伐など適切な
施業を行う必要がある。
　令和６年度は、搬出間伐を試行的に実
施したほか、除伐等必要な箇所を考慮し
た。
　財源については、緑の使途限定募金の
協力企業団体数が増加し、目標を上回る
施業を行うことができた。

ＳＮＳ等で情報をこまめに発信したことによ
り目標を大幅に上回り達成することができ
た。漬物等の加工品やきのこ類などの品
揃えを豊かにしたことで、農産物直売所の
利用者数が増加した。

（参考）利用者数＝農産物直売所利用者
＋研修室等利用者数＋学習体験等参加
者数

　収益事業の柱は、農林公園農産物直売
所の販売収入であるが、埼玉ブランド農産
物のほか、有機JAS認証取得農産物等を
取り扱う等、多様なニーズに対応したこと
などにより利用者及び販売額が増加した。

中期経営計画における経営目標・経営指標の進捗状況

目標の内容・実績

【法人名】
公益社団法人埼玉県農林公
社

【中期経営計画の期間】

令和５年度～令和７年度

【令和５年度実績】
　　１４０．５千人

【令和６年度実績】
　　１４７．１千人

【令和７年度実績】
　　千人

目標

各年度の実績

【令和５年度実績】
　　１，４１５ｈａ

【令和６年度実績】
　　１，６５６ｈａ

【令和７年度実績】
　　ｈａ

【令和５年度実績】
　　６７人

【令和６年度実績】
　　６８人

【令和７年度実績】
　　人

【令和５年度実績】
　　　１９３ｈａ

【令和６年度実績】
　　　１６２ｈａ

【令和７年度実績】
　　　ｈａ

【令和５年度実績】
　　４０，１６１千円

【令和６年度実績】
　　５２，７６１千円

【令和７年度実績】
　　千円


